
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

≪三河寺子屋経営塾のご案内≫SDGs 共生コース 
高齢者＋障がい者＋生活困窮者＋保育＋学生＋起業家など市民がつくる狭域生活圏まちづくりを学ぶ   

地域で大切な介護・障害福祉事業所と社会福祉法人が生き残るための経営勉強会 

日 時／2019 年 9 月～2020 年 2 月 
      1 泊 2 日 計 4 回（裏面参照） 
会 場／ＷＡＣビル 2F 研修室（豊橋市南瓦町１４-１） 
目 的／介護・障害福祉事業で生き残る為の経営力 UP 
      と事業計画見直し・経営計画の策定等 

参加費／80,000 円（資料代・昼食付）交流会費・宿泊代別途 
（1 法人 2 名以上の参加の場合 64,000 円／名） 
※参加費は 1 年分の前納となります。 

定 員／20 人※申込先着 申込／申込書をＦＡＸ ※裏面申込書をご利用下さい 
振込先／豊橋信用金庫 向山支店 普通 ０１８４６１８ 
        ＮＰＯ法人福祉住環境地域センター 
問合先／三河寺子屋経営塾事務局 
   ＴＥＬ：０５３２-５２-４３１５ ＦＡＸ：０５３２-５６-０７０２ 
   Ｅ-mail：ｉｎｆｏ＠ｗａｃｎｅｔ.ｊｐ 
 

 

 
 

 

介護・障害福祉の経営者及び管理者、次世代リーダー向け勉強会 
三 河 寺 子 屋 経 営 塾  
令和元年度参加者募集！ 

 

「社会保障と税の一体改革」により、２０２５年に向けた医療・介護・福祉政策シナリオが明ら

かになっています。キーワードは「施設から地域へ、医療から介護へ」です。改革内容は、国

民に負担を強いる増税をはじめとする改革とあわせ、社会保障の機能強化・重点化・効率化

の推進、社会保障の充実と費用抑制を進める厳しいものが予想されます。 

 私たち医療・介護・福祉従事者は、これらの制度動向を踏まえながらも地域住民 

の誰もが住み慣れた地域で自分らしい暮らし、人間らしい暮らしの実現を支 

援することを使命としています。このグランドデザインが地域包括ケアシス 

テム（医療・介護・福祉・住まい・生活支援が包括的に確保される体制）の構 

築にあり、医療と介護・福祉の連携がカギとなることは言をまたないでしょう。 

 そこで、私たちは、東三河に地域包括ケアシステムを構築することを目的に、 

国の動向、先進事例、様々な技法等を学ぶ民間の研究会を立ち上げています。 

今回、介護・障害福祉の経営者及び管理者、次世代リーダーの方向けの 

勉強会を開催致します。  

つきましては、お忙しいこととは存じますが、ぜひご出席いただきますよう 

ご案内申し上げます。 

 

２０１９年２月１日 三河寺子屋経営塾 代表 加藤政実 

 
主催／三河寺子屋経営塾 ＮＰＯ法人福祉住環境地域センター 

協力／一般社団法人地域ケア総合研究所・ＮＰＯ法人たすけあい三河 


